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中
国
研
究
集
刊 

珠
号
（
総
五
十
九
号
）
平
成
二
十
六
年
十
二
月　

一
二
五
︱
一
三
七
頁

書
評
：
佐
藤
将
之
著�

　
　『
荀
子
─
─
礼
治
思
想
的
淵
源
与
戦
国
諸
子
之
研
究
』工

藤
卓
司

一
、
は
じ
め
に

　

本
稿
で
紹
介
す
る
『
荀
子

─
礼
治
思
想
的
淵
源
与
戦
国
諸
子

之
研
究
』
の
作
者
佐
藤
将
之
氏
は
特
異
な
学
者
だ
と
言
っ
て
よ

い
。
ま
ず
は
そ
の
経
歴
か
ら
し
て
日
本
の
中
国
思
想
研
究
者
と
は

毛
並
み
を
異
に
す
る
。
佐
藤
氏
に
つ
い
て
読
者
の
中
に
は
余
り

ご
存
知
で
な
い
方
も
お
ら
れ
る
と
思
う
の
で
、
該
書
の
書
評
を
行

う
に
先
立
っ
て
、
こ
こ
で
作
者
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き

た
い
。

　

佐
藤
氏
は
一
九
六
五
年
神
奈
川
県
川
崎
市
の
生
ま
れ
で
あ
る
。

青
山
学
院
大
学
政
経
学
部
を
卒
業
後
、
台
湾
の
国
立
台
湾
大
学
及

び
韓
国
の
ソ
ウ
ル
大
学
の
修
士
課
程
（
共
に
政
治
学
）
を
経
て
、

オ
ラ
ン
ダ
の
ラ
イ
デ
ン
大
学
に
て
哲
学
博
士
を
取
得
、
二
〇
〇
二

年
よ
り
国
立
台
湾
大
学
哲
学
系
助
理
教
授
、
現
在
は
副
教
授
と
し

て
後
進
の
指
導
、
及
び
御
自
身
の
学
術
研
鑽
・
著
述
活
動
に
余
念

の
無
い
日
々
を
送
っ
て
お
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
略
歴
を
御
覧
に

な
っ
て
一
目
瞭
然
と
な
る
の
は
、
佐
藤
氏
の
出
自
の
特
殊
と
語
学

能
力
で
あ
ろ
う
。
氏
が
日
本
の
多
く
の
中
国
哲
学
思
想
研
究
者
と

は
異
な
り
、
政
治
学
か
ら
出
発
し
て
い
る
点
は
、
氏
の
学
問
を
語

る
上
で
欠
か
す
事
の
で
き
な
い
特
色
で
あ
る
。
ま
た
、
早
く
か
ら

台
湾
・
韓
国
、
そ
し
て
オ
ラ
ン
ダ
に
て
学
業
に
励
ま
れ
た
事
で
、

中
国
語
は
も
と
よ
り
、
韓
国
語
や
英
語
に
も
精
通
さ
れ
て
い
る
事

も
氏
の
学
問
形
成
上
、
大
き
な
特
色
だ
と
言
え
る
。
ア
ジ
ア
の
学
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者
の
み
な
ら
ず
、
欧
米
の
学
者
と
も
親
交
厚
く
、
世
界
を
股
に
か

け
て
学
術
活
動
に
参
与
さ
れ
る
ば
か
り
か
、
近
年
で
は
ア
メ
リ

カ
・
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
の
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
を
経
験
さ
れ
る
な

ど
、
益
々
活
動
の
幅
を
広
げ
て
お
ら
れ
る
の
は
、
氏
の
学
問
へ
の

強
烈
な
意
思
や
好
奇
心
と
も
相
俟
っ
て
、
そ
の
言
語
能
力
に
因
る

所
が
大
き
い
様
に
思
え
る
。
こ
う
し
た
二
特
色
は
、
氏
の
学
問
上

の
視
野
の
広
さ
を
培
う
上
で
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
と
言
っ

て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
で
は
そ
う
し
て
築
か
れ
て
き
た
学
術
的
営
為
に
は
如
何

な
る
も
の
が
あ
る
の
か
。
続
い
て
氏
の
主
要
な
研
究
成
果
に
つ
い

て
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。
該
書
の
「
作
者
簡
介
」
に
は
主
要
研

究
領
域
と
し
て
三
つ
の
分
野
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
先
秦
の
政
治

観
念
」、「
荀
子
哲
学
」
及
び
「
東
ア
ジ
ア
比
較
思
想
史
」
と
い
う

の
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

ま
ず
氏
の
先
秦
政
治
観
念
研
究
は
、
主
と
し
て
「
変
化
」「
誠
」

「
忠
」「
信
」「
礼
」「
兼
」
と
い
っ
た
概
念
を
中
心
と
し
て
展
開
さ

れ
て
き
た
（
注
1
）
。
そ
の
成
果
の
一
つ
と
し
て
、
近
年
刊
行
さ
れ
た

専
著
に
『
中
国
古
代
的
「
忠
」
論
研
究
』
が
あ
る
（
注
2
）
。
こ
の
著

作
は
、
中
国
・
日
本
・
韓
国
及
び
欧
米
の
学
者
に
お
け
る
「
忠
」

概
念
研
究
の
成
果
に
つ
い
て
詳
論
し
な
が
ら
、
春
秋
時
代
か
ら
戦

国
時
代
前
期
の
政
治
思
想
に
お
い
て
、
道
徳
的
動
機
を
主
内
容
と

す
る
も
の
で
あ
っ
た
「
忠
」
と
「
忠
信
」
と
が
、
道
家
や
稷
下
の

思
想
家
の
批
判
を
受
け
て
、
個
人
的
利
益
を
主
な
実
践
動
機
と
す

る
も
の
へ
と
移
り
変
わ
り
、
そ
の
後
、『
荀
子
』
や
『
呂
氏
春
秋
』

が
改
め
て
国
家
運
営
上
の
積
極
的
価
値
を
認
め
、『
韓
非
子
』
も

一
方
で
は
稷
下
の
反
忠
論
を
引
継
ぎ
な
が
ら
も
、
他
方
で
は
「
忠

臣
」
の
国
家
安
定
に
お
け
る
役
割
を
認
め
る
事
に
な
っ
た
と
指
摘

し
て
い
る
。
本
書
は
先
秦
に
お
け
る
「
忠
」
論
の
変
遷
を
綜
合
的

に
明
ら
か
に
し
た
と
い
う
点
で
非
常
に
価
値
あ
る
一
冊
だ
と
言
っ

て
よ
い
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
先
秦
政
治
観
念
の
研
究
が
、
氏
の
荀
子
哲
学

研
究
と
無
関
係
で
な
い
事
は
、選
択
さ
れ
た
「
変
化
」「
誠
」「
忠
」

「
信
」「
礼
」「
兼
」
と
い
っ
た
語
彙
が
荀
子
思
想
に
お
い
て
特
に

重
要
な
概
念
で
あ
る
事
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
二
〇
〇
一
年
五

月
に
ラ
イ
デ
ン
大
学
に
提
出
さ
れ
た
博
士
学
位
請
求
論
文
が

『C
onfucian State and Society of L

i: A
 Study on the 

Political T
hought of X

un Zi

』
で
あ
り
（
注
3
）
、
後
に
『T

he 
Confucian Q

uest for O
rder: T

he O
rigin and Form

ation 
of X

un Ziʼs Political T
hought

』
と
し
て
公
刊
さ
れ
て
い
る

が
（
注
4
）
、
そ
れ
以
後
、
荀
子
研
究
が
氏
の
十
八
番
と
な
っ
て
い
る
。

と
り
わ
け
厖
大
な
量
に
及
ぶ
日
本
の
明
治
期
以
降
の
先
行
研
究
に

つ
い
て
整
理
を
行
い
（
注
5
）
、
中
国
・
台
湾
・
韓
国
と
い
っ
た
地
域

の
研
究
成
果
の
み
な
ら
ず
、
更
に
広
く
欧
米
の
学
者
の
著
述
に
も

目
を
向
け
て
、
荀
子
「
哲
学
」
の
研
究
を
続
け
て
お
ら
れ
る
点
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は
、
世
界
中
の
多
く
の
研
究
者
の
高
い
評
価
を
獲
得
し
て
お
り
、

今
後
、
ま
と
ま
っ
た
成
果
の
刊
行
が
待
た
れ
る
所
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
最
後
は
東
ア
ジ
ア
比
較
思
想
史
に
つ
い
て
で
あ
る
。

こ
の
点
は
正
し
く
、
日
本
人
で
あ
り
な
が
ら
台
湾
や
韓
国
で
も
多

感
な
学
生
時
代
を
過
ご
さ
れ
た
氏
の
直
接
的
体
験
が
活
か
さ
れ
る

分
野
で
あ
ろ
う
。
近
年
は
『
荀
子
』
の
み
な
ら
ず
、『
墨
子
』
や

『
韓
非
子
』、『
中
庸
』
研
究
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
各
国
で
の
様
態

に
つ
い
て
も
精
力
的
に
論
及
さ
れ
て
い
る
（
注
6
）
。

　

こ
れ
以
外
に
も
氏
は
若
手
研
究
者
の
為
に
多
く
の
援
助
を
さ
れ

て
い
る
が
、
本
書
評
で
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　

さ
て
、
本
稿
で
僭
越
な
が
ら
も
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
、

氏
に
と
っ
て
は
三
冊
目
の
専
著
と
な
っ
た
『
荀
子

─
礼
治
思
想

的
淵
源
与
戦
国
諸
子
之
研
究
』
で
あ
る
（
注
7
）
。
氏
の
十
八
年
に
も

及
ぶ
荀
子
哲
学
研
究
の
一
環
で
あ
る
事
は
、
そ
の
題
名
か
ら
し
て

明
白
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
そ
の
内
容
と
は
如
何
な
る
も
の
な
の
だ

ろ
う
か
。

二
、
内
容

　

ま
ず
は
目
次
（
小
項
目
に
つ
い
て
は
省
略
し
た
）
を
掲
げ
る
。

本
書
は
自
序
（
書
前
）、
附
録
・
主
要
参
考
書
目
・
索
引
（
人
名

索
引
・
詞
語
索
引
・
引
用
文
献
索
引
）・
跋
（
以
上
は
書
後
）
を

除
く
と
以
下
の
体
裁
を
採
っ
て
い
る
。

導
論第

一
節　

本
研
究
的
縁
起
与
目
的

第
二
節　

過
去
対
「
礼
」
思
想
的
研
究
曁
其
与
《
荀
子
》
礼

論
的
関
係

第
三
節　
《
荀
子
礼
治
政
治
思
想
的
形
成
与
構
造
》
的
主
要

観
点
与
課
題

第
四
節　

本
書
的
結
構

第
一
章　

統
治
天
下
人
民
之
帝
王�

：《
墨
子
》
的
「
兼
」
与
《
荀
子
》

序
言

第
一
節　
〈
兼
愛
〉
的
主
題
是
否
為
「
兼
愛
」
？

第
二
節　

戦
国
早
期
文
献
中
的
「
兼
」

第
三
節　

墨
家
的
「
兼
」
与
「
兼
愛
」：
治
理
「
天
下
」
之

君
徳

第
四
節　
『
荀
子
』
的
「
兼
」

小
結

第
二
章　

天
人
之
間
的
帝
王�

：《
荘
子
》
的
「
道
徳
」
与
《
荀
子
》

序
言

第
一
節　

過
去
対
《
荀
子
》
与
「
道
家
」
思
想
関
係
之
研
究

第
二
節　
《
荘
子
》
和
《
荀
子
》
之
間
的
思
想
関
係
与
「
道
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徳
」

第
三
節　
《
史
記
》
中
的
「
道
徳
」
和
司
馬
遷
対
荘
荀
思
想

的
評
論

第
四
節　
《
論
語
》、《
孟
子
》
及
《
郭
店
老
子
》
中
的
「
徳
」

概
念

第
五
節　
《
荘
子
》「
徳
」
概
念
之
特
色

第
六
節　
《
荀
子
》「
徳
」
和
「
道
徳
」
概
念
的
特
質
与
《
荘

子
》

附
論　
　

定
州
竹
簡
《
文
子
》「
道
徳
」
概
念
的
思
想
特
質

小
結

第
三
章　

教
化
人
民
的
帝
王�

：《
管
子
》「
経
言
」
諸
篇
的
「
礼
論
」
与
《
荀
子
》

序
言

第
一
節　

過
去
研
究
対
現
本
《
管
子
》
及
其
与
《
荀
子
》
之

間
的
思
想
関
係
之
主
要
見
解
与
問
題

第
二
節　

創
造
「
能
自
律
自
規
」
的
人
民
：〈
牧
民
〉
的
思

想
特
質
与
《
荀
子
》

第
三
節　

君
王
的
境
界
与
条
件
：〈
形
勢
〉
的
思
想
特
質
与

《
荀
子
》

第
四
節　

人
民
的
管
理
与
教
化
：〈
権
修
〉
的
政
治
思
想
特

質
与
《
荀
子
》

第
五
節　

從
「
一
国
之
制
」
到
「
天
下
之
制
」：〈
立
政
〉
的

思
想
特
質
与
《
荀
子
》

第
六
節　

作
為
達
成
資
源
的
公
正
分
配
之
朝
廷
：〈
乗
馬
〉

的
思
想
特
質
与
《
荀
子
》

小
結

第
四
章　

具
備
神
明
的
帝
王�

：《
管
子
》
諸
篇
中
的
礼
論
与
《
荀
子
》

序
言

第
一
節　
《
管
子
》
礼
論
的
整
体
特
色

第
二
節　
《
管
子
》
中
〈
君
臣
上
〉
和
〈
君
臣
下
〉
的
政
治

思
想
与
《
荀
子
》
的
礼
治
思
想

小
結

第
五
章　

效
法
天
地
秩
序
和
体
現
文
明
秩
序
的
帝
王�

：《
呂
氏
春
秋
》
的
「
理
義
」
与
《
荀
子
》
的
「
礼
義
」

序
言

第
一
節　

過
去
《
呂
氏
春
秋
》
和
《
荀
子
》「
理
」
的
研
究

評
述

第
二
節　
《
呂
氏
春
秋
》
的
「
理
」
和
「
理
義
」

第
三
節　
《
荀
子
》
的
「
理
」
概
念
与
「
礼
義
」

小
結

第
六
章　
《
荀
子
》
的
「
性
」
論
与
《
韓
非
子
》
的
人
論

序
言

第
一
節　

当
代
学
者
針
対
荀
子
与
韓
非
子
之
間
関
係
的
観
点

（ 128 ）



第
二
節　
《
荀
子
》
与
《
韓
非
子
》
的
「
性
」
概
念

第
三
節　
《
荀
子
》
及
《
韓
非
子
》
的
「
人
」
観

第
四
節　

韓
非
「
人
趨
利
避
害
」
的
思
想
来
源

小
結

結
論一

、「
礼
治
国
家
」
漢
朝
的
形
成

二
、
本
書
研
究
所
獲
得
的
若
干
見
解

三
、《
荀
子
》
礼
治
論
的
思
想
意
義

　

紙
幅
の
都
合
上
、
各
章
各
節
各
項
に
つ
い
て
詳
論
す
る
事
は
で

き
な
い
。
そ
こ
で
、
本
書
評
で
は
主
と
し
て
結
論
の
「
二
」
を
利

用
し
つ
つ
、
補
足
説
明
を
雑
え
な
が
ら
内
容
を
紹
介
す
る
事
に
し

た
い
。

　

本
書
の
主
要
な
課
題
は
四
つ
で
あ
る
。（
一
）
荀
子
は
如
何
に

し
て
墨
家
的
要
素
と
道
家
的
要
素
（
特
に
『
荘
子
』）
の
思
想
と

を
彼
自
身
の
「
礼
治
」
理
論
の
中
へ
と
統
合
し
た
の
か
。（
二
）

『
管
子
』
の
礼
論
或
い
は
礼
制
論
は
『
荀
子
』
礼
論
の
原
型
の
一

つ
で
は
な
い
か
。
互
い
の
異
同
や
影
響
関
係
は
ど
う
な
の
か
。

（
三
）『
呂
氏
春
秋
』
と
『
荀
子
』
は
そ
れ
ぞ
れ
「
理
義
」
と
「
礼

義
」
に
よ
っ
て
ど
の
様
な
秩
序
性
や
合
理
性
を
つ
く
り
上
げ
よ
う

と
し
た
の
か
。（
四
）『
荀
子
』
と
『
韓
非
子
』
の
人
間
観
に
お
い

て
、
理
論
的
必
然
的
な
継
承
関
係
を
見
出
し
得
る
や
否
や
。
こ
う

し
た
問
題
の
検
討
を
通
じ
て
、
著
者
は
『
荀
子
』
礼
論
の
綜
合
性

と
い
う
特
質
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。

　

課
題
の
第
一
は
、
換
言
す
れ
ば
、
荀
子
が
如
何
に
し
て
「
礼
」

概
念
に
よ
っ
て
そ
れ
以
前
の
様
々
な
主
張
を
整
合
し
、
よ
り
完
全

で
実
行
性
を
伴
っ
た
政
治
理
論
へ
と
昇
華
さ
せ
た
の
か
と
い
う
問

題
で
も
あ
る
。
著
者
は
『
史
記
』
孟
子
荀
卿
列
伝
の
「（
荀
子
）

推
儒
墨
道
徳
之
行
事
興
壊
」
に
注
目
し
、
司
馬
遷
が
荀
子
を
儒
・

墨
・
道
徳
三
家
の
綜
合
と
し
て
捉
え
て
い
た
と
指
摘
す
る
。
そ
こ

で
本
書
第
一
章
で
分
析
の
対
象
と
な
る
の
は
、
墨
家
と
『
荀
子
』

と
の
関
係
で
あ
る
。『
韓
非
子
』
五
蠧
「
今
儒
墨
皆
稱
先
王
兼
愛

天
下
」
に
よ
れ
ば
、
戦
国
末
年
の
儒
墨
が
共
に
「
兼
愛
」
を
唱
え

て
い
た
事
が
わ
か
る
。
実
は
『
荀
子
』
思
想
中
に
は
「
兼
」「
兼

愛
」
の
思
想
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
著
者
は
そ
う
し
た
「
兼
」

の
用
例
か
ら
、
荀
子
が
墨
家
の
「
兼
」「
愛
」「
義
」「
利
」
と

い
っ
た
主
要
な
価
値
概
念
を
自
身
の
政
治
社
会
理
論
の
中
に
取
り

入
れ
て
統
合
し
て
い
る
事
を
発
見
す
る
。
ま
た
、
荀
子
の
「
兼
」

の
特
色
に
つ
い
て
、
統
治
行
為
の
総
攬
、「
帝
王
の
術
」
と
し
て

の
主
要
な
方
法
、
具
体
性
と
理
論
化
の
三
点
を
挙
げ
、
墨
子
が

「
天
」
に
依
拠
す
る
の
み
だ
っ
た
価
値
体
系
を
人
の
能
力
に
依
る

人
間
的
秩
序
へ
と
移
行
さ
せ
、
よ
り
具
体
的
な
実
践
方
法
を
提
示

す
る
と
共
に
、
墨
家
で
は
「
尚
賢
」
に
よ
る
外
な
か
っ
た
人
の
階

層
間
で
の
移
動
を
「
礼
」
に
依
る
事
で
可
能
に
し
た
と
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
分
析
結
果
が
示
す
の
は
、『
荀
子
』
が
『
墨
子
』
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思
想
を
吸
収
し
た
と
い
う
可
能
性
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
文
献
形

成
の
点
で
も
一
見
解
を
提
示
す
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
第
二
章
で
は
「
道
徳
」
が
主
題
で
あ
る
。
著
者
は
先
秦
文

獻
に
お
い
て
「
道
徳
」
と
い
う
概
念
が
最
も
多
く
見
ら
れ
る
の
が

『
荘
子
』、
そ
の
次
が
『
荀
子
』
で
あ
る
事
に
着
目
し
、『
荘
子
』

と
『
荀
子
』
の
思
想
的
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
、『
荀
子
』
が
ど

の
様
に
戦
国
中
後
期
の
道
家
思
想
を
摂
取
し
た
の
か
探
ろ
う
と
す

る
。
著
者
は
ま
ず
『
論
語
』『
孟
子
』
及
び
郭
店
『
老
子
』
に
見

え
る
「
徳
」
概
念
が
個
人
（
統
治
者
）
の
倫
理
的
狀
態
で
あ
る
の

に
対
し
、
今
本
『
老
子
』
や
『
荘
子
』
中
の
そ
れ
は
「
天
地
の
生

成
能
力
」
を
指
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
『
荀
子
』
の

「
徳
」
論
を
そ
の
両
者
の
綜
合
と
し
て
捉
え
、
と
り
わ
け
「
積
徳
」

「
徳
操
」「
天
徳
」
の
分
析
を
通
じ
て
『
荘
子
』
と
の
親
近
性
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
著
者
に
拠
れ
ば
、『
荘
子
』
で
は
士
や

統
治
者
は
「
道
徳
」
に
依
拠
す
る
事
で
最
終
的
価
値
と
し
て
の

「
天
」
へ
と
至
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
人
が
到
達
し
得
る
最
高
の
境

地
「
聖
人
」
と
な
る
事
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、『
荀
子
』
は
そ

う
し
た
「
天
」
へ
と
至
る
た
め
の
方
法
と
し
て
の
「
道
徳
」
を
、

「
人
」
の
世
界
へ
と
引
き
降
ろ
し
、「
修
礼
」
に
よ
っ
て
到
達
す
る

事
の
で
き
る
境
地
へ
と
転
化
す
る
。
著
者
は
そ
こ
に
『
荀
子
』
の

特
色
を
見
る
の
で
あ
る
。

　

第
三
章
と
第
四
章
で
検
討
す
る
の
は
、
本
書
の
課
題
の
第
二
、

戦
国
斉
国
に
元
来
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
礼
論
と
『
荀
子
』
礼
治
論

と
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
り
、『
管
子
』
と
『
荀
子
』
の
影
響
関

係
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
事
で
、
荀
子
の
戦
国
斉
学
の
伝
統
に

お
け
る
思
想
的
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
と
す
る
。
ま
ず
第
三

章
で
は
『
管
子
』「
経
言
」
諸
篇
に
つ
い
て
分
析
し
、
豊
富
な
礼

論
を
そ
こ
に
見
出
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
「
経
言
」
に
お
け
る

「
礼
」
は
、
最
も
重
要
な
治
国
方
法
で
あ
る
と
共
に
倫
理
的
価
値

で
も
あ
っ
た
と
言
う
。「
経
言
」
の
礼
論
が
「
人
民
の
管
理
」
に

最
終
目
標
を
置
く
の
に
対
し
、『
荀
子
』
の
「
礼
」
の
主
要
機
能

は
「
人
民
の
教
化
」
で
あ
る
点
、
ま
た
、『
荀
子
』
の
「
礼
」
及

び
「
礼
義
」
が
本
国
の
教
化
を
意
味
す
る
の
み
な
ら
ず
、
延
い
て

は
全
天
下
全
人
類
の
教
化
を
促
す
も
の
で
あ
る
点
で
、『
管
子
』

と
『
荀
子
』
と
は
異
な
る
と
指
摘
す
る
も
の
の
、小
結
で
は
「『
管

子
』「
経
言
」
に
現
れ
る
「
礼
」
に
関
わ
る
言
論
は
、『
荀
子
』

「
礼
治
」
理
論
の
主
要
な
根
拠
の
一
つ
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
の
意

味
に
お
い
て
、
荀
子
も
ま
た
斉
学
に
お
け
る
「
礼
」
思
想
の
継
承

者
だ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
」（
頁
一
四
六
）
と
結
ん
で
い
る
。

　

続
い
て
第
四
章
で
は
、
ま
ず
『
管
子
』
全
体
に
範
囲
を
拡
げ
て

「
礼
」
に
つ
い
て
分
析
し
、
続
い
て
君
臣
上
下
篇
の
考
察
を
行
っ

て
、「
礼
」
概
念
の
抽
象
化
、
具
体
化
、「
国
体
」
統
合
の
鍵
と
し

て
の
効
果
と
い
う
三
つ
の
方
向
性
が
認
め
ら
れ
る
と
指
摘
す
る
。

そ
し
て
、『
管
子
』
に
欠
如
す
る
論
点
に
つ
い
て
は
『
荀
子
』
に
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よ
る
補
足
を
認
め
な
が
ら
も
、「
我
々
は
『
管
子
』
の
「
礼
論
」

の
中
に
『
荀
子
』「
礼
治
」
理
論
の
主
な
思
想
的
来
源
を
見
出
す

事
が
で
き
る
」（
頁
二
六
六
）
と
述
べ
て
い
る
。
著
者
は
戦
国
儒

家
に
お
け
る
「
礼
」
思
想
発
展
と
い
う
脈
絡
以
外
に
、
戦
国
中
後

期
の
斉
国
の
「
礼
」
が
果
た
し
た
役
割
や
実
例
の
中
に
、『
荀
子
』

礼
治
思
想
の
主
な
思
想
的
淵
源
を
求
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ

が
、
第
三
章
及
び
第
四
章
は
、『
管
子
』
こ
そ
が
そ
の
一
つ
で
あ

る
事
を
論
証
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

第
三
の
課
題
は
、『
呂
氏
春
秋
』
の
「
理
」「
理
義
」
概
念
と

『
荀
子
』
の
礼
論
と
の
比
較
、
或
い
は
両
者
間
に
存
在
す
る
で
あ

ろ
う
思
想
的
関
係
、
と
り
わ
け
前
者
の
綜
合
性
と
後
者
が
指
向
す

る
秩
序
と
合
理
性
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
事
で
あ
っ
た
が
、
第

五
章
が
こ
の
問
題
の
た
め
に
当
て
ら
れ
て
い
る
。
著
者
は
「
理
」

と
「
理
義
」
と
が
『
呂
氏
春
秋
』
思
想
の
核
心
部
分
を
占
め
て
お

り
、
そ
の
「
理
義
」
概
念
に
よ
っ
て
地
上
に
「
天
︱
地
︱
人
」
を

一
貫
す
る
秩
序
を
構
築
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
事
を
明
ら
か
に
し

た
上
で
、『
呂
氏
春
秋
』
編
纂
時
に
呂
不
韋
は
黄
老
の
学
を
中
心

と
し
て
各
家
の
思
想
を
綜
合
す
る
様
指
示
し
た
が
、
斉
学
的
伝
統

を
受
け
継
ぐ
実
際
の
編
集
者
は
「
理
」「
理
義
」
に
よ
っ
て
全
体

を
貫
こ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
そ
れ
に
比
し

て
、『
荀
子
』
の
「
理
」
概
念
の
特
色
は
、
全
人
類
の
「
偽
」
を

意
味
す
る
「
文
理
」
と
い
う
概
念
を
提
出
し
、
そ
れ
と
「
礼
義
」

概
念
と
の
相
補
的
作
用
を
説
い
た
事
だ
と
述
べ
る
。
荀
子
が「
理
」

の
機
能
に
つ
い
て
述
べ
る
際
最
も
注
意
を
払
っ
た
の
は
、
人
は
如

何
に
し
た
ら
人
類
特
有
の
倫
理
的
文
明
秩
序
、
即
ち
「
文
理
」
を

実
現
で
き
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
り
、
荀
子
は
そ
う
し
た
人
類

の
文
明
的
秩
序
を
成
す
た
め
に
は
、
一
般
の
士
人
か
ら
国
君
・
聖

人
ま
で
「
礼
」「
礼
義
」
を
実
践
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
た
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　

第
六
章
で
は
第
四
の
課
題
に
つ
い
て
論
じ
、『
韓
非
子
』
の
人

間
論
が
『
荀
子
』
性
論
の
思
想
的
系
譜
に
属
す
る
も
の
で
は
な
い

事
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
ず
、
著
者
は
嘗
て
の
論
者
の
多
く
が

「
二
人
の
思
想
家
の
共
通
点
は
韓
非
が
荀
子
の
学
生
だ
っ
た
と
い

う
「
史
実
」
に
よ
っ
て
解
釈
で
き
、
司
馬
遷
の
記
載
の
正
確
性
も

ま
た
二
つ
の
思
想
が
よ
く
似
て
い
る
と
い
う
印
象
に
よ
っ
て
「
実

証
」
さ
れ
る
」（
頁
二
三
八
）
と
い
う
循
環
論
法
に
陥
っ
て
い
た

と
指
摘
し
、
そ
れ
を
断
ち
切
る
た
め
に
、
韓
非
が
荀
子
の
学
生

だ
っ
た
か
否
か
、
荀
子
と
韓
非
の
人
性
観
の
二
点
に
つ
い
て
再
検

討
を
行
う
の
で
あ
る
。
ま
ず
一
点
目
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
を

整
理
し
、
特
に
司
馬
遷
が
学
問
上
の
師
承
関
係
を
言
う
場
合
は

「（
韓
非
）
与
李
斯
俱
事
荀
卿
」
の
様
な
「
事
」
で
は
な
く
「
師
」

「
学
」「
受
業
」
を
用
い
、
ま
た
韓
非
列
伝
に
「
其
帰
本
於
黄
老
」

と
あ
る
事
を
論
拠
の
一
つ
と
し
て
荀
韓
の
師
承
関
係
を
否
定
す
る

大
陸
の
学
者
張
捏
の
研
究
を
高
く
評
価
し
、
そ
う
し
た
研
究
は
少
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な
く
と
も
、「
韓
非
が
荀
子
の
学
生
で
あ
る
」
と
い
う
主
張
が
自

明
の
も
の
で
は
無
い
事
を
示
し
、
従
っ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
韓
非

の
思
想
が
荀
子
に
淵
源
す
る
と
論
証
で
き
な
い
事
を
明
ら
か
に
し

た
と
言
う
。
続
い
て
二
点
目
に
つ
い
て
は
、『
韓
非
子
』
に
お
け

る
人
の
「
性
」
が
不
変
で
あ
る
の
に
比
し
て
、『
荀
子
』
の
場
合

は
自
覚
的
努
力
や
「
偽
」
に
よ
っ
て
変
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
両

者
の
人
間
観
に
つ
い
て
も
、『
韓
非
子
』
が
人
の
天
分
は
異
な
る

と
す
る
の
に
対
し
て
、
荀
子
は
人
は
生
理
上
心
理
上
皆
同
じ
だ
と

考
え
て
い
る
と
論
じ
て
い
る
。
確
か
に
両
者
は
共
に
「
人
が
利
益

追
求
を
重
ん
じ
る
」
事
を
信
じ
て
い
る
、
し
か
し
、
そ
れ
は
当
時

の
思
想
家
は
皆
そ
う
だ
っ
た
の
だ
と
『
商
君
書
』
や
『
管
子
』

『
呂
氏
春
秋
』
を
挙
げ
な
が
ら
論
じ
、
か
つ
人
と
は
我
侭
で
、
統

治
者
は
そ
う
し
た
天
性
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
人

間
観
の
淵
源
を
、
慎
到
や
田
駢
に
求
め
、「
韓
非
は
全
て
の
人
類

が
同
じ
で
可
塑
性
を
具
え
て
い
る
事
を
大
前
提
と
す
る
荀
子
の
人

間
観
を
摂
取
せ
ず
、
直
接
「
前
期
法
家
」
及
び
稷
下
の
学
者
の
人

間
観
と
そ
う
し
た
人
間
観
を
利
用
し
た
統
治
理
論
を
整
合
し
た
可

能
性
が
比
較
的
高
い
」
と
述
べ
、「
荀
子
の
性
論
と
韓
非
の
人
間

観
と
は
、
直
接
的
な
影
響
関
係
は
無
い
だ
ろ
う
」（
頁
二
六
〇
）

と
結
論
づ
け
る
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
結
論
で
は
ま
ず
二
つ
の
例
を
擧
げ
て
、
漢
朝
を
「
礼
治

国
家
」
と
称
す
理
由
を
説
明
し
、『
荀
子
』
礼
治
論
の
大
き
な
影

響
力
に
つ
い
て
示
そ
う
と
す
る
。
そ
の
一
つ
は
叔
孫
通
で
あ
り
、

も
う
一
つ
は
司
馬
遷
『
史
記
』
礼
書
で
あ
る
。
礼
書
の
後
段
に
は

『
荀
子
』
中
の
文
字
と
重
な
る
部
分
が
あ
る
。
そ
こ
で
著
者
は

「
も
し
『
史
記
』
礼
書
の
内
容
が
漢
朝
礼
治
の
理
論
的
根
拠
を
表

す
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
漢
朝
礼
治
の
原
理
こ
そ
は
『
荀
子
』
に

由
来
す
る
と
推
論
す
る
事
が
で
き
る
」（
頁
二
六
三
）
と
述
べ
て

い
る
。
続
い
て
本
書
の
論
述
を
ま
と
め
た
後
、
最
後
に
『
荀
子
』

礼
治
思
想
と
他
文
献
の
「
礼
」
思
想
と
の
相
違
、
そ
し
て
『
荀

子
』
礼
治
政
治
哲
学
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
ま
ず

著
者
は
「
礼
」
に
関
す
る
言
説
を
そ
の
論
述
目
的
や
範
囲
・
内
容

に
よ
っ
て
「
礼
論
」・「
礼
制
論
」・「
礼
治
論
」
の
三
種
に
分
け

る
。「
礼
論
」
と
は
、
個
別
の
「
礼
」
に
つ
い
て
の
解
釈
や
説
明
、

及
び
「
礼
」
の
意
義
や
重
要
性
に
つ
い
て
の
説
明
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
る
言
論
を
指
す
と
す
る
。
ま
た
、「
礼
制
論
」
は
国
家
制
度

に
つ
い
て
考
察
解
釈
し
た
も
の
、
そ
し
て
「
礼
治
論
」
は
、
国
家

や
社
会
の
建
設
、
さ
ら
に
は
宇
宙
の
法
則
と
い
っ
た
秩
序
形
成
の

原
理
的
問
題
か
ら
「
礼
」
の
重
要
性
に
つ
い
て
思
考
・
論
述
を
加

え
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
こ
の
「
礼
治
論
」
に
『
荀
子
』
の
特

色
を
見
、
そ
の
特
質
に
つ
い
て
、（
一
）「
礼
」
概
念
を
「
治
」
概

念
を
媒
介
と
す
る
事
に
よ
っ
て
間
接
的
に
「
道
」
と
連
結
し
、

「
礼
」
こ
そ
が
秩
序
そ
の
も
の
だ
と
い
う
観
点
を
つ
く
り
あ
げ
た

事
、（
二
）「
礼
」
が
機
能
を
発
揮
す
る
の
は
宇
宙
論
や
本
体
論
上
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の
領
域
で
は
な
く
、
天
地
に
対
す
る
、
ま
た
社
会
や
国
家
を
構
成

す
る
総
体
と
し
て
の
「
人
」
の
領
域
で
あ
っ
た
事
を
挙
げ
て
い

る
。
そ
う
し
て
形
成
さ
れ
る
秩
序
と
は
、
倫
理
的
法
則
（「
義
」）

と
人
類
特
有
の
文
明
的
特
質
（「
文
理
」）
と
に
よ
っ
て
打
ち
立
て

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
『
荀

子
』
の
礼
治
論
を
経
て
、「
礼
」
は
始
め
て
「
天
地
宇
宙
に
お
い

て
全
人
類
を
貫
き
、
理
想
的
な
生
き
方
を
か
た
ち
づ
く
る
法
則
」

（
頁
二
七
三
）
と
い
う
意
義
を
持
つ
事
に
な
り
、
そ
れ
こ
そ
が
天

下
統
一
後
、
漢
朝
が
最
も
必
要
と
し
た
「
政
治
大
綱
」
だ
っ
た
と

言
う
。
ま
た
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
荀
子
の
礼
治
論
は
一
つ
の
王
朝

や
国
家
の
枠
組
を
超
越
す
る
視
野
を
備
え
て
い
た
た
め
に
、
全
人

類
社
会
の
歴
史
と
生
存
方
式
を
も
含
む
事
と
な
り
、「
礼
」
の
重

要
性
は
漢
朝
の
滅
亡
後
も
消
え
去
る
事
な
く
、
東
ア
ジ
ア
知
識
人

に
よ
っ
て
繰
り
返
し
語
ら
れ
て
い
く
事
と
な
っ
た
と
述
べ
る
。
こ

こ
に
『
荀
子
』
思
想
の
歴
史
的
使
命
は
「
完
成
」
さ
れ
た
、
と
い

う
の
が
著
者
の
主
張
で
あ
る
。

三
、
本
書
の
価
値
と
若
干
の
問
題
点

　

最
後
に
本
書
の
学
術
的
価
値
と
問
題
と
に
つ
い
て
、
若
干
の
私

見
を
附
し
て
お
き
た
い
。

　

著
者
は
導
論
に
お
い
て
前
著
『T

he Confucian Q
uest for 

O
rder

』
に
は
五
つ
の
問
題
点
が
あ
る
と
自
ら
指
摘
し
て
い
る
。

第
一
、「
倫
理
的
言
説
」
や
「
分
析
的
言
説
」
の
『
荀
子
』
に
対

す
る
影
響
を
考
察
し
た
際
に
儒
家
言
説
の
み
を
考
察
対
象
と
し
、

墨
家
や
『
荘
子
』
の
影
響
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
触
れ
て
い
な
い
。

第
二
、
中
国
古
代
礼
論
の
変
遷
や
『
荀
子
』
礼
論
の
分
析
は
行
っ

た
も
の
の
、
荀
子
以
前
の
様
々
な
思
想
的
文
脈
と
『
荀
子
』
礼
論

と
の
関
係
に
つ
い
て
明
ら
か
に
で
き
て
い
な
い
。
第
三
、『
管
子
』

の
礼
論
や
礼
治
思
想
に
つ
い
て
部
分
的
に
し
か
理
解
で
き
て
お
ら

ず
、
そ
の
『
荀
子
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
い
な
い
。
第

四
、
斉
学
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
『
呂
氏
春

秋
』
に
お
い
て
「
理
」
が
最
も
重
要
な
概
念
と
し
て
扱
わ
れ
て
い

る
が
、
そ
れ
と
『
荀
子
』
の
「
礼
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
専
論
す

る
機
会
を
得
な
か
っ
た
。
第
五
、『
荀
子
』
思
想
が
実
践
倫
理
へ

の
強
烈
な
意
欲
を
表
し
た
も
の
だ
と
強
調
し
た
が
、
ど
う
し
て
そ

の
中
か
ら
『
韓
非
子
』
の
様
な
法
家
思
想
が
生
ま
れ
た
の
か
に
つ

い
て
十
分
に
述
べ
る
事
が
で
き
て
い
な
い
。

　

こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
前
述
し
た
様
に
、
本
書
は

四
つ
の
課
題
を
設
け
て
そ
れ
ぞ
れ
に
課
題
を
克
服
し
て
い
く
。
著

者
本
人
も
認
め
て
い
る
様
に
、
本
書
は
『
荀
子
』
思
想
研
究
の

「
基
礎
」
作
業
（
自
序
、
頁
ⅷ
）
に
過
ぎ
な
い
が
、
過
去
の
研
究

の
多
く
が
『
荀
子
』
そ
の
も
の
の
分
析
か
、
或
い
は
他
の
諸
子
と

の
比
較
を
行
っ
て
は
い
て
も
一
対
一
の
比
較
に
留
ま
る
の
に
対
し
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て
、
綜
合
性
と
い
う
観
点
か
ら
、
多
対
一
の
比
較
を
通
じ
て
『
荀

子
』
中
の
多
様
な
「
礼
」
が
ど
の
様
に
戦
国
時
代
当
時
の
様
々
な

主
張
に
対
し
て
綜
合
的
作
用
を
発
揮
し
た
の
か
を
問
い
質
し
、
ま

た
そ
の
綜
合
性
の
思
想
的
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
、

『
荀
子
』「
礼
」
概
念
の
淵
源
と
発
明
の
軌
跡
を
た
ど
ろ
う
と
す
る

著
者
の
試
み
は
、
本
書
に
お
い
て
一
定
の
成
功
を
収
め
た
と
言
っ

て
よ
い
。
尚
且
『
荀
子
』
思
想
研
究
に
限
ら
ず
、『
墨
子
』『
荘

子
』『
管
子
』『
呂
氏
春
秋
』『
韓
非
子
』、
更
に
は
『
文
子
』
と

い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
思
想
研
究
に
お
い
て
、
逆
に
『
荀
子
』
と
の

比
較
を
通
じ
て
新
た
な
知
見
を
齎
し
、
よ
り
明
確
な
説
明
を
可
能

に
し
た
と
い
う
点
で
も
そ
の
貢
献
は
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
各
論

の
冒
頭
で
必
ず
先
行
研
究
を
整
理
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
得
失
を
明
ら

か
に
し
、
ま
た
、
本
書
末
尾
に
は
各
種
概
念
の
用
例
を
網
羅
し
た

表
が
附
載
さ
れ
て
い
る
の
も
、
後
学
の
研
究
に
大
い
に
役
立
つ
も

の
だ
と
い
え
る
。

　

さ
て
最
後
に
誤
字
や
表
現
の
問
題
を
除
き
、
評
者
な
り
に
若
干

の
問
題
点
を
述
べ
て
み
た
い
。

　

一
点
目
は
、
本
書
全
体
と
し
て
は
多
対
一
で
あ
る
も
の
の
、
各

章
で
は
比
較
対
象
と
し
て
の
両
文
獻
が
単
線
的
な
関
係
で
し
か
考

え
ら
れ
て
い
な
い
様
に
見
受
け
ら
れ
る
部
分
が
あ
る
事
で
あ
る
。

例
え
ば
、
第
五
章
で
は
「
理
」
に
つ
い
て
論
じ
る
に
際
し
て
、

『
呂
氏
春
秋
』
以
外
に
『
荘
子
』
の
用
例
に
つ
い
て
も
言
及
し
て

い
る
が
、
同
様
に
第
二
章
に
お
い
て
も
『
管
子
』
中
の
八
用
例
に

触
れ
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
さ
す
れ
ば
、
よ
り
複
線
的

且
つ
立
体
的
に
先
秦
の
思
想
世
界
が
見
え
て
く
る
様
に
思
え
る

し
、
所
謂
「
斉
学
的
伝
統
」
に
対
す
る
『
荀
子
』
思
想
の
態
度
も

よ
り
鮮
明
に
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

　

二
点
目
は
、『
墨
子
』
の
「
兼
」
字
が
そ
の
他
の
概
念
と
通
用

す
る
と
述
べ
て
、
兼
愛
下
「
兼
即
仁
矣
、
義
矣
」
か
ら
、
著
者
は

『
墨
子
』
に
お
け
る
「
兼
」
が
「
仁
」「
義
」
と
同
義
だ
と
し
て
い

る
（
頁
三
九
～
四
〇
）
が
、
こ
の
「
兼
」
は
「
天
下
愛
人
而
利

人
」「
兼
相
愛
交
相
利
」
を
指
す
か
ら
、「
兼
」
字0

が
そ
の
ま
ま

「
仁
」「
義
」
字0

と
同
義

0

0

で
あ
り
、
他
概
念
と
通
用
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

と
言
え
る

か
ど
う
か
、
疑
問
に
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
兼
愛
下
の
句
が

墨
子
批
判
者
の
発
話
中
に
見
ら
れ
る
点
も
注
意
が
必
要
で
あ
ろ

う
。
こ
う
し
た
文
字
・
概
念
・
意
味
の
対
応
が
不
適
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
箇
所
も
幾
つ
か
見
ら
れ
る
。

　

ま
た
三
点
目
は
、「
兼
利
」
と
い
う
語
句
に
つ
い
て
先
秦
文
献

に
は
殆
ど
用
例
が
無
い
と
述
べ
て
い
る
（
頁
四
九
）
が
、『
文
子
』

道
徳
に
「
文
子
問
徳
。
老
子
曰
『
畜
之
養
之
、
遂
之
長
之
、
兼
利

無
択
、
与
天
地
合
、
此
之
謂
徳
」
と
あ
る
。『
文
子
』
の
成
書
に

つ
い
て
不
明
な
点
が
多
い
事
は
第
二
章
附
論
に
述
べ
ら
れ
て
い
る

が
、
後
文
で
「
墨
家
の

0

0

0

「
兼
利
」
概
念
」（
頁
五
五
）
と
断
言
す

る
た
め
に
も
、
説
明
が
必
要
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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四
点
目
は
、「
礼
論
」「
礼
制
論
」「
礼
治
論
」
と
い
う
三
用
語

の
相
違
が
、
結
論
に
な
っ
て
漸
く
明
確
に
示
さ
れ
る
事
で
あ
る
。

と
り
わ
け
「
礼
治
」
は
著
者
に
と
っ
て
『
荀
子
』
思
想
を
語
る
上

で
重
要
な
概
念
で
あ
る
筈
で
、
行
論
上
先
に
提
示
し
て
あ
る
と
読

者
に
と
っ
て
は
よ
り
明
確
に
論
旨
を
把
握
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
一
例
を
示
せ
ば
、
第
四
章
に
「（『
管
子
』）
版
法
解
の

作
者
は
「『
礼
』
は
社
会
的
争
乱
を
防
ぐ
た
め
に
う
ち
立
て
ら
れ

た
も
の
だ
」
と
い
う
殆
ど
『
荀
子
』
と
同
様
の
概
念
構
造
を
用
い

て
」
云
々
（
頁
一
五
四
）
と
あ
る
が
、
三
用
語
の
説
明
を
念
頭
に

置
い
て
読
む
と
分
か
り
易
い
だ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
著
者
は
『
荀
子
』
思
想
の
「
礼
治
国
家
」
漢
朝
に
対

す
る
影
響
に
つ
い
て
屢
々
触
れ
て
お
り
、
結
論
で
は
特
に
叔
孫
通

と
司
馬
遷
を
例
と
し
て
こ
の
点
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
が
、
こ
の

両
者
が
「
漢
朝

0

0

」
の
「
礼
治0

」
を
代
表
す
る
立
場
だ
と
言
い
得
る

か
と
い
う
点
は
や
は
り
説
明
が
不
足
し
て
い
よ
う
。
叔
孫
通
は
著

者
の
用
語
を
借
り
れ
ば
「
礼
制0

論
」
に
係
る
も
の
で
あ
り
、『
史

記
』
は
司
馬
遷
の
個
人
的
著
述
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ

も
そ
も
漢
朝
、
特
に
前
漢
を
単
純
に
礼
治
国
家
だ
と
言
え
る
だ
ろ

う
か
。
前
漢
宣
帝
は
「
漢
家
自
有
制
度
、
本
以
霸
王
道
雜
之
」
と

述
べ
て
い
た
（『
漢
書
』
元
帝
紀
）。
仮
に
そ
う
だ
と
し
て
も
、
そ

の
「
礼
」
が
ど
れ
程
『
荀
子
』
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
或
い
は

『
荀
子
』
の
も
の
だ
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
か
、
評
者
は
疑
念
を

抱
い
て
い
る
。
著
者
自
身
も
認
め
て
い
る
様
に
、
荀
子
は
「
次
第

に
忘
れ
去
ら
れ
て
い
く
」（
頁
二
七
四
）。
し
か
も
そ
の
趨
勢
は
、

『
史
記
』
礼
書
が
孔
子
に
仮
託
し
た
様
に
、
武
帝
時
代
に
は
既
に
始

ま
っ
て
い
る
か
に
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
漢
代
に

お
け
る
『
荀
子
』
研
究
は
本
書
の
検
討
の
埒
外
に
あ
る
。
こ
れ
ら

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
著
者
の
今
後
の
研
究
成
果
に
期
待
し
た
い
。

　

以
上
、
本
稿
で
は
佐
藤
将
之
『
荀
子

─
礼
治
思
想
的
淵
源
与

戦
国
諸
子
之
研
究
』
に
つ
い
て
書
評
を
試
み
た
。
評
者
は
先
秦
思

想
研
究
に
つ
い
て
は
門
外
漢
で
あ
る
。
ま
た
、
評
者
の
能
力
不
足

に
よ
り
簡
単
な
紹
介
に
終
始
し
た
が
、
本
書
評
を
き
っ
か
け
と
し

て
よ
り
多
く
の
日
本
の
専
家
が
本
書
を
手
に
取
り
、
よ
り
深
い
学

術
的
議
論
が
生
じ
る
事
を
期
し
て
筆
を
擱
く
事
に
し
た
い
。

　
（
国
立
台
湾
大
学
出
版
中
心
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
刊
、
本
文

三
五
一
頁
、
新
台
幣
三
五
〇
元
）

注

（
１
）
最
も
早
い
期
刊
論
文
と
し
て
は
、「
中
国
古
代
「
変
化
」
観
念
之
演
変

曁
其
思
想
意
義
」（『
政
大
中
文
学
報
』
第
三
期
、
二
〇
〇
五
年
六
月
、

頁
五
一
～
八
六
）
が
あ
る
。
そ
の
後
、「
戦
国
時
代
「
誠
」
概
念
的
形
成

与
意
義
：
以
《
孟
子
》、《
荘
子
》、《
呂
氏
春
秋
》
為
中
心
」（『
清
華
学
報
』

第
三
十
五
巻
第
二
期
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
、
頁
二
一
五
～
二
四
四
）・
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「
国
家
社
稷
存
亡
之
道
徳
：
春
秋
、
戦
国
早
期
「
忠
」
和
「
忠
信
」
概
念

之
意
義
」（『
清
華
学
報
』
第
三
十
七
巻
第
一
期
、
二
〇
〇
七
年
六
月
、

頁
一
～
三
三
）・「
荀
子
哲
学
研
究
之
解
構
与
建
構
：
以
中
日
学
者
之
嘗

試
与
「
誠
」
概
念
之
探
討
為
線
索
」（『
国
立
台
湾
大
学
哲
学
論
評
』
第

三
十
四
期
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
、
頁
八
七
～
一
二
八
）・「
作
為
共
生

理
念
之
基
礎
価
値
的
荀
子
「
礼
」
概
念
」（『
共
生
の
哲
学
の
た
め
に
』

第
十
三
号
、二
〇
〇
九
年
六
月
、頁
二
三
～
四
一
）・「
戦
国
中
晩
期
「
忠
」

観
念
之
演
変
与
転
折
曁
其
思
想
意
義
」（『
中
央
大
学
人
文
学
報
』
第
三

十
九
期
、二
〇
〇
九
年
七
月
、頁
五
五
～
九
八
）・「《
荀
子
》《
呂
氏
春
秋
》

「
忠
」
論
和
「
忠
信
」
論
之
展
開
及
其
思
想
意
義
」（『
清
華
学
報
』
第
三

十
九
巻
第
三
期
、
二
〇
〇
九
年
九
月
、
頁
四
七
三
～
五
〇
四
）・「
掌
握

変
化
的
道
徳

─
《
荀
子
》「
誠
」
概
念
的
結
構
」（『
漢
学
研
究
』
第
二

七
巻
第
四
期
、二
〇
〇
九
年
一
二
月
、頁
三
五
～
六
〇
）・「
戦
国
時
代「
忠

信
」概
念
的
発
展
与
王
道
思
想
的
成
立
」（『
中
国
哲
学
与
文
化
』第
六
期
、

二
〇
〇
九
年
一
二
月
、頁
一
八
一
～
二
〇
〇
）・「
戦
国
早
期
的「
非
語
言
」

統
治
思
想
以
及
其
「
誠
」
概
念
之
結
合
」（『
政
治
科
学
論
叢
』
第
四
十

三
期
、
二
〇
一
〇
年
三
月
、
頁
五
三
～
八
二
）
等
を
発
表
し
て
い
る
。

（
２
）
佐
藤
将
之
『
中
国
古
代
的
「
忠
」
論
研
究
』（
国
立
台
湾
大
学
出
版
中

心
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）。

（
３
）M
asayuki�Sato,�2001.5,�Confucian State and Society of Li: 

A
 Study on the P

olitical T
hought of X

un Zi, �D
octoral�

D
issertation, �Sinologial�Institute,�Leiden�U

niversity.

（
４
）M

asayuki�Sato,�2003.5,�T
he Confucian Q

uest for O
rder: 

T
he O

rigin and Form
ation of X

un Ziʼs Political T
hought,�

Leiden: �Brill.

（
５
）
佐
藤
将
之
「
日
本
二
十
世
紀
荀
子
研
究
的
回
顧
」（『
国
立
政
治
大
学

哲
学
学
報
：
国
際
荀
子
研
究
専
号
』
第
十
一
期
、
二
〇
〇
三
年
一
二
月
、

頁
三
九
～
八
四
）、
後
に
韓
国
語
版
が
鄭
宰
相
訳
「
20
世
紀
日
本
荀
子
研

究
回
顧
（
Ⅰ
）」（『
오
늘
의�

동
양
사
상
（
今
日
東
洋
思
想
）』
第
十
五
期
、

二
〇
〇
六
年
一
〇
月
、
頁
二
四
七
～
二
七
五
）
及
び
「
20
世
紀
日
本
荀

子
研
究
回
顧
（
Ⅱ
）」（『
오
늘
의�

동
양
사
상
（
今
日
東
洋
思
想
）』
第

十
六
期
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
、
頁
二
七
五
～
三
〇
二
）
と
し
て
出
版

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
方
面
の
期
刊
論
文
と
し
て
「
漢
学
与
哲
学

之
邂
逅
：
明
治
時
期
日
本
学
者
之
《
荀
子
》
研
究
」（『
漢
学
研
究
集
刊
』

第
三
期
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
、
頁
一
五
三
～
一
八
二
）
が
あ
る
。

（
６
）
佐
藤
将
之
「
日
本
近
代
墨
学
研
究
之
崛
起
与
中
日
学
者
之
墨
荀
思
想

関
係
論
探
析
」（『
人
文
論
叢
』、
武
漢
大
学
中
国
伝
統
文
化
研
究
中
心
、

二
〇
一
〇
年
一
二
月
、
頁
二
三
五
～
二
五
八
）、「「
建
構
体
系
」
与
「
文
献

解
構
」之
間
：
近
代
日
本
学
者
之〈
中
庸
〉思
想
研
究
」（『
政
大
中
文
学
報
』

第
十
六
期
、二
〇
一
一
年
一
二
月
、頁
四
三
～
八
五
）、「「
雑
家
」
和
「
綜

合
」
之
思
想
意
義

─
中
日
学
者
対
《
呂
氏
春
秋
》
与
《
呂
》
─
《
荀
》

関
係
之
研
究
評
述
」（『
漢
学
研
究
集
刊
』
第
十
七
期
、
二
〇
一
三
年
一

二
月
、
頁
六
一
～
九
〇
）
が
あ
る
。

（
７
）
各
章
の
初
出
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
。
但
し
本
書
は
著
者
本
人
が
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自
序
で
述
べ
て
い
る
様
に
、
下
記
の
成
果
を
そ
の
ま
ま
収
録
し
た
「
論

文
集
」
で
は
無
い
事
を
付
言
し
て
お
く
。

　

○�
導
論
及
結
論
：「《
荀
子
》「
礼
治
論
」
的
思
想
特
質
曁
歴
史
定
位
」（『
邯

鄲
学
院
学
報
』
第
二
二
巻
第
四
期
、
頁
五
七
～
六
八
）、
英
語
版
は�

“Li�

as �a�W
ay �to �O

rder: �T
he �Intellectual �Characteristics �and�

H
istorical �Role �of �X

un �Ziʼs �T
heory �of �Li, �

“Social Sciences in 

China,�V
ol.�35.1,�2014,�pp.136-145.

　

○�

第
一
章
：
“The�Idea�to�Rule�the�W

orld:�T
he�M

ohist�Im
pact�

of�

“Jian�兼

”�on�the�X
unzi.

”�Oriens E
xtrem

us,�N
o.�48,�2009,�

pp.�21-54.

　

○�

第
二
章
：「
天
人
之
間
的
帝
王

─
《
荘
子
》
和
《
荀
子
》
的
「
道
徳
」

観
念
探
析
」（『
漢
学
研
究
』
第
三
一
巻
第
一
期
、
二
〇
一
三
年
三
月
、

頁
一
～
三
五
）。

　

○�

第
三
章
：「「
民
之
不
牧
者
、
非
吾
民
也
」：《
管
子
》「
経
言
」
的
礼
論

与
《
荀
子
》
的
礼
治
論
」（『
政
治
科
学
論
叢
』
第
五
七
期
、
二
〇
一
三

年
九
月
、
頁
三
五
～
六
八
）。

　

○�

第
四
章
：「「
上
以
礼
神
明
」：《
管
子
・
君
臣
》
与
《
荀
子
》
之
礼
治
思

想
」（『
中
央
大
学
人
文
学
報
』
第
五
三
期
、
二
〇
一
三
年
一
月
、
頁
一
～

三
九
）。

　

○�

第
五
章
：「
統
貫
宇
宙
・
自
然
・
人
的
原
理
：《
呂
氏
春
秋
》
的
「
理
」

和
「
理
義
」
概
念
探
析
」（『
東
亜
観
念
史
集
刊
』（
二
〇
一
三
年
一
二
月
）

及
び
「
呈
現
人
類
文
明
的
秩
序
：《
荀
子
》「
理
」
概
念
探
析
」（『
輔
仁

大
学
哲
学
論
集
』
第
四
六
期
、二
〇
一
三
年
一
二
月
、頁
一
九
～
四
六
）。

　

○�

第
六
章
：
“Studies�of�the�H

an�Feizi�in�China,�T
aiw

an,�and�

Japan,

”�Paul�R.�Goldin�(ed.):�D
ao Com

panion to the Philosophy 

of H
an Fei.�Springer,�2012,�pp.257-281.
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